
【発熱の学生の連絡に関するアルゴリズム】

※出席停止期間はオンラインによる受講を認める
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学生は毎日

A.体温測定

B.症状（咳、のどの痛み、倦怠感）

C.発熱者（37.5℃以上）との接触の有無を記録につける

下記のA.B.Cいずれかに該当する場合、登校せずに学校（または実習担当教員）に電話連絡する

A.発熱(学内：37.3℃以上、臨地実習：37.3℃以上）

B.症状（咳、のどの痛み、倦怠感,味覚・嗅覚障害）

C.発熱者（37.5℃以上） との接触の有無(車内等では1時間以上、１ｍ以内でマスクなしでは15分以上の接触）

D.コロナ感染陽性者と濃厚接触(車内等では1時間以上、１ｍ以内でマスクなしでは15分以上の接触）

A.発熱あり(学内：37.3℃以上、臨地実習：37.3℃以上）

B.症状（咳、のどの痛み、倦怠感、味覚・嗅覚障害）の場合

他の症状がないかを確認する。

連絡した当日受診する

受診結果を必ず学校に連絡する

※学生は、コロナ感染の有無に関わらず、医師に

①他者に感染させる可能性がない。

②登校や実習が可能か について確認する。

PCR・抗原検査などの結果をもとに医師が登校可能と判断すれば、症状

が残っていても登校可能（欠席する場合は自己欠）。ただし、実習の場

合は施設と検討する。

※りんくう総合医療センターの場合は症状消失48時間経過後出席可能

コロナ感染陰性または感染が否定された場合

発症した後5日間を

経過し、かつ症状が

軽快した後1日経過

C.発熱者（37.5℃以上） との

接触の有無

発熱者の症状について確認する

37.5℃以上の発熱

呼吸器症状、強い倦怠感、味覚・嗅覚障害

①実習の場合、教員は

臨地実習指導者

実習調整者

の2者に連絡する

公欠（出席停止） 登校可能

発熱なし

（2日目以降も発熱がある場合）

登校可能

（症状軽快

後24時間）

抗原検査を受けて

（－）なら実習可能

※ただし実習先の規定に従う

学内の場合 実習の場合 実習再開

実習施設に報告し、

指示を確認する

検体採取日から5日間自

宅待機

症状あり 症状なし

学生は自宅で待機し、発熱者は抗原キットでの検査、ま

たは医療施設を受診する。

※学校から配布された抗原キットは学生のみ使用可

学内の場合

登校可能

※発熱者の受診結果が出るまでは、希

望によりオンラインでの受講可能

コロナ感染陽性の場合

②同グループの学生

は検査結果がでるま

で、自宅または学校

で待機する

③陽性の場合、教員

の指示により抗原検

査を行う

コロナ陽性または、ほかの学校感染症と診断された場合

は、登校停止となる。学校感染症報告書を提出する。

（医師に指示された期間は出席停止扱いとなる）

ワクチン接種後１日目に

発熱がある場合

自己欠

コロナ感染陽性または他者へ感染させる

リスクがあると判断された

※症状軽快とは解

熱剤を使用せず解

熱し呼吸器症状が

改善傾向にあるこ

と

実習の場合

実習施設に報告し、指示

を確認する。

発熱者の受診結果（抗原キット、PCR）

を実習担当教員へ報告する


